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⑵　現況
ア　温暖化の原因と今後の予測
地球温暖化は、地球を取り巻く大気中の二酸化炭素、メタン、

一酸化二窒素、フロンなどの温室効果ガスの濃度が増加するこ
とによって生じています。これらの温室効果ガスは、太陽のエ
ネルギーによる熱を吸収し、地球全体の気温を上昇させる役割
を果たします（図2－1）。産業革命以降、化石燃料の大量消費
により、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの濃度が急速
に増加し、地球が温暖化しています。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）による最新の報告で
は、20世紀半ば以降の温暖化の主な原因は、人為起源の温室効

果ガスの排出であり、排出量が史上最高になったことが示され
ました。また、工業化以前と比べ、気温上昇を2℃未満に抑え
るためには、2050年に温室効果ガス排出量を40～70%削減、21
世紀末までにほぼゼロにする必要があるということが示されて
います。
地球温暖化を防止するためには、二酸化炭素をはじめとする

温室効果ガスの大気中への排出量を削減することが不可欠であ
り、二酸化炭素の吸収源となる森林を保全及び育成することも
重要な課題です。

イ　札幌市の温室効果ガス排出量
札幌市から排出される温室効果ガスのうち、約99％は二酸化

炭素です（図2－2）。札幌市内の温室効果ガス排出量及び市民
一人あたりの二酸化炭素排出量を図2－３に示します。札幌市
内から排出されている温室効果ガスの量は、京都議定書基準年

第１節　地球環境保全
1　地球温暖化の防止

【基本目標】
○�　省エネルギーの推進をはじめ、自動車交通対策、廃棄物減量と再資源化、緑の保全と創出など、地球温暖化の防止に向け
た施策を市民・企業・活動団体等の参加と協働により総合的に推進し、温室効果ガスの排出量を削減します。

【定量目標】
○�　市民一人あたりの二酸化炭素の排出量について、平成29年（2017年）までに平成2年（1990年）の水準よりも10％削減す
ることを目標としています。
　�　なお、平成23年3月に策定した「札幌市温暖化対策推進ビジョン」において、新たな目標を設定しています。（温室効果ガス
排出量を、平成2年（1990年）比で平成32年（2020年）に25％削減、平成62年（2050年）に80％削減）

基準年 目　標
平成2年（1990年） 平成32年（2020年） 平成62年（2050年）
934万t-CO2/年 701万t-CO2/年 187万t-CO2/年
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図2－2　札幌市の温室効果ガス排出量構成（平成24年度）

図2－1　地球温暖化の仕組み

（資料）札幌市環境局
※HFCｓ：ハイドロフルオロカーボン類、PFCｓ：パーフルオロカーボン類、
　SF6：六ふっ化硫黄
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⑵　現況
森林は、大気中の二酸化炭素を吸収・固定する機能を持って

おり、地球温暖化を防止する上で重要な役割を担っています。
また、水源のかん養や土壌の保全、野生生物の生息など、自然
生態系を保全する機能も果たしています。さらに人間生活にとっ
ても木材を生産・供給する機能や、心のやすらぎを提供する機
能を果たすなど、多くの公益的価値を有する大切な資源です。
しかし近年、地球上の森林面積が大きく減少し、陸上の生態

系に悪影響を及ぼしています。特に、開発途上国の熱帯林をは
じめとする大規模な森林の急速な減少によって、土壌の流出や
野生生物の減少などが大きな問題になっています。また、森林
に吸収・固定されていた二酸化炭素が大気中に放出されること

で、地球温暖化がより一層進展することも危惧されます。
こうした森林の急速な減少は、開発途上国における人口の急

増や食糧生産の拡大など様々な原因がありますが、日本を含め
た先進国における森林資源の大量消費も大きな要因となってい
ます。
平成4年（1992年）の地球サミットでは「森林原則声明」が採択さ

れ、熱帯木材の生産国と消費国が協力して、森林資源の保全と持
続可能な経営及び利用を図るための取組が進められています。
札幌市は、先進国の大都市として果たすべき役割を認識し、

森林資源の消費抑制に努めるとともに、自らの地域における森
林の保全と育成を進め、地球上の森林の保全と再生のために積
極的に取り組むことが求められています。

⑴　環境基本計画の目標

の平成2年（1990年）で総量約934万t-CO2と推計されています。
札幌における化石燃料の消費量は増加傾向にあるため、それに
伴う温室効果ガスの排出量も増加してきており、平成24年（2012
年）の温室効果ガス排出量（速報値）は、約1,322万t-CO2となっ
ています。一方、市民1人当たりの二酸化炭素排出量は平成2
年（1990年）で約5.43t-CO2、平成24年（2012年）の市民1人当た
りの二酸化炭素排出量は約6.78t-CO2で平成2年（1990年）に比
べ約25％増加しています。この原因としては、泊原子力発電所
の停止に伴い、火力発電所の稼働が増加したことに加え、冬場
の気温低下、世帯数の増加などによるものと考えられます。

ウ　部門別二酸化炭素排出量
平成24年（2012年）の二酸化炭素排出量を部門別でみると、約

71％が家庭やオフィスなどの民生用、約20％が自動車などの運
輸用、約７％が工場などの産業用の化石燃料の消費によるもの
です。このほか、廃棄物の焼却などからも2％程度発生してい
ます（図2－4）。
札幌市の排出割合の特徴として、工場が少なく産業部門の割

合が小さいことが挙げられます。反面、民生家庭、民生業務、
運輸部門から排出される二酸化炭素は総排出量の9割を占めて
おり、家庭等での冬季の暖房・給湯用の燃料消費量が多いこと
や自動車の排出量が多いことを示しています。

2　森林機能の保全と育成

【基本目標】
○　熱帯林などの森林資源の保全に貢献するとともに、自らの地域における森林の保全と育成を推進します。

（資料）札幌市環境局
※1　 温室効果ガス排出量の算出は、環境省の「地球温暖化対策地方公共団体実

行計画（区域施策編）策定マニュアル」に従っており、最新の知見に基づい
た排出係数や統計資料を使用し、基準年度にさかのぼって排出量を再算
定しています。

※2　平成24年度の数値は速報値として算出

図2－4　札幌市と全国との部門別CO2排出割合の比較（2012年度）

図2－3　札幌市内の温室効果ガス排出量及び
市民一人あたりの二酸化炭素排出量
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⑵　現況
地球の大気中には、高度10㎞から50㎞までの上空にオゾンと

いう物質が集中的に存在するオゾン層があります。このオゾン
層は太陽の光に含まれる紫外線を吸収して私たち人間が皮膚が
んや白内障になったり免疫力が低下したりすることを防いでい
るほか、いろいろな生物の命を守る重要な役割を果たしている
と言われています。
この大切なオゾン層はフロンガス等によって破壊されてしま

います。大気中に放出されるフロンガスが増えるとともに破壊
も進み、近年では南極大陸を取り囲むようにオゾン層の少ない
領域（オゾンホール）が観測されるようになりました。オゾン層
の破壊は南極だけにとどまらず、札幌上空のオゾンの濃度も、

近年は緩やかな増加傾向にあるものの1980年頃に比べ少ない状
態が続いています（図2－5～７）。
オゾン層の破壊は地球環境問題の中でも早くから認識されて

いた問題ですが、大気の循環や日射量、気温など様々な要因に
よって影響されるため、地域的な対策だけでなく地球全体の問
題として取り組んでいかなければなりません。国際的な取組に
よって、オゾン層破壊への影響が大きい特定フロンの生産は平
成７年末で全廃され、代替物質への転換が進んでいますが、オ

⑵　現況
酸性雨（雪）とは、強い酸性を示す雨や雪、同様に強い酸性を

示す乾いた粒子状物質が降下する現象をいいます。
大気中の二酸化炭素が飽和状態で溶け込んだ場合のpHが5.6

であることから、一般的にはpHが5.6より小さい雨を酸性雨と
呼んでいます。
酸性雨による影響の例として、森林や農産物の枯死、湖沼の

酸性化、大理石や金属などで造られている建造物や彫刻等の腐

食、ヒトへの健康被害等があげられます。酸性雨の原因は、石
炭や石油などの化石燃料が燃焼する際、大気中に排出される硫
黄酸化物や窒素酸化物などです。現在では国外で排出された物
質も国境を越えて流入し、国際的な環境問題になっています。
こうしたことから、酸性雨の原因究明と植生や土壌等への影

響に関する観測調査を広域的に行うことが重要です。札幌市も
全国環境研協議会に参加し、札幌市衛生研究所（白石区菊水9
条1丁目）において酸性雨の観測を行っています。

3　酸性雨（雪）の防止

4　オゾン層の保護

【基本目標】
○�　自動車、工場・事業場、小型燃焼機器などから排出される硫黄酸化物や窒素酸化物の排出量を削減するとともに、近隣諸
国との協力による発生源対策などに取り組み、酸性雨（雪）の防止対策を推進します。

【基本目標】
○　市内で廃棄される機器から冷媒用フロンガスを確実に回収し、処理します。
【定量目標】
○　平成29年（2017年）までに大気中フロン濃度を平成９年（1997年）より低下させることを目標とします。

　札幌、つくば、那覇、南鳥島におけるオゾン全量の観測開始から平成25年
（2013年）までの年平均値の経年変化。ただし、季節変動など既知の周期的
な自然要因と相関の高い変動成分は除去していない。

図2－5　世界のオゾン全量偏差（％）の経年変化

（資料）気象庁「オゾン層・紫外線の年のまとめ（2013年）

図2－6　日本上空のオゾン全量の年平均値の経年変化

（資料）気象庁「オゾン層・紫外線の年のまとめ（2013年）




